
　　　　　                　　　　学 校 給 食 セ ン タ ー 会 議 録　 　　     　【浅科センター】

　会　　議　　名

　開　催　日 時

　会  議  場 所

１　開　会

青木 　ただいまより、令和６年度第２回浅科センター運営委員会を開催します。

　宮下会長あいさつ

　物価高騰により食材費が上がっている中で、おいしい給食の提供ありがとうございます。

３　会議事項 議事進行：宮下会長

（１）令和６年度給食会計中間報告について説明

佐藤監事 　令和６年度給食会計中間監査報告

　「諸帳簿及び領収書並びに伝票等が正確、適正に処理されていることを確認しました。」

　中間報告及び監査報告がありましたが、質疑等はありますか。

（２）その他

　・学校給食浅科センター・望月センター集約化事業に関する工事計画概要を説明

佐藤監事

間に合うのか。夏休み期間に工事をしてはどうか。

　学校側も春休みの日程を確認する必要があるため、またお伝えする。

想定している。

　議　　事　　録　　内　　容

　令和６年度第２回佐久市学校給食浅科センター運営委員会　　

　令和6年11月18日（月）　午後1時20分　～　午後1時50分

　浅科小学校　会議室

　出　　席　　者　

　宮下浅科小学校校長、佐藤浅科中学校校長、小平浅科小学校ＰＴＡ会長、

　坂本中学校PTA会長、佐々木学校教育部長

　【事務局】　小林学校給食課長、平林課長補佐、伊藤栄養士、青木

　（欠席：寺尾学校医、小松学校薬剤師）

２　会長あいさつ

宮下会長

宮下会長

→質疑なし、承認

　現在設計している、浅科小学校の仮設給食受室の詳細図面を確認したが、設計業者等

を交えて打ち合わせをしたい。

→了。（後日、打合せの日程を設定する。）

　浅科中学校の給食受室改修工事について、計画では令和７年度の春休み期間中に

実施するとあるが、工事期間はどのくらいか。

→２週間を見込んでいる。

　春休み付近は年度末で入試等のイベントがあるが、令和８年度の入学式までには

→設計業者に確認したが、工事は２週間で間に合うと聞いている。

　夏休み期間を利用した工事だと、現在使用している配送車での搬出入が困難となる。

　また、令和７年度に配送車を更新するが、その配送車に受室の高さを合わせることを



小林課長 　・来年度の給食費補助について説明

 と比較して10円増えることになる。

４　閉　会

青木

→了。

佐々木部長 　仮に夏休み期間に工事した場合、鉄板を敷いて現在使用している配送車と給食受室

の高さを調整し、春休み明けまで使用できるか設計業者に確認してもらいたい。

 　 補助の金額は一食当たり小学校が11円、中学校が14円の予定であり、12月から給

　　今年度10年ぶりに給食費を40円値上げし、一食当たり小学校270円から310円、

 中学校310円から350円に改定を行った。

　　保護者の急激な負担増を避けるため、今年度は一食当たり20円の補助を行って

　いるが、令和７年度は10円の補助となる計画である。そのため、来年度は今年度

　・米価高騰に伴う補助について説明

　　昨今の全国的な米価高騰を受け、各給食センターで実施したお米の入札結果に

 おいても4月から比較して10月からの米価が35～55％の上昇となっている。

    米飯は代替がきかない食材であり、今後、現行給食費での調整が困難な状況と

 なることが見込まれるため、その影響額分を給食費に上乗せした補助を実施し、12

 月の補正予算に計上した。

 食費に上乗せして給食の安定供給を図っていく。

　以上をもちまして、令和６年度第１回浅科センター運営委員会を閉会します。


